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私
ば
プ
ル
コ
ワ
か
ら
、
外
へ
晶
聴
す
ろ
こ
ご
が
全
く

出
來
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
な
り
ま
ぜ
ん
。
外
國

の
友
八
達
ご
會
ひ
た
い
ピ
・
猷
ご
く
望
ん
で
ゐ
ま

し
た
の
に
、
ピ
ケ
リ
ン
グ
や
ロ
ッ
キ
ー
や
カ
プ
タ

イ
ン
へ
病
氣
か
？
）
ス
ト
ル
フ
エ
や
シ
プ
ル
ツ
シ
ル

．
ド
氏
の
如
き
偉
人
が
最
早
失
ば
れ
た
の
ば
悲
し
い

こ
ご
で
す
Q
L

　
　
　
雑
　
　
　
報

⑫
脛
度
攣
化
の
縄
墨
　
　
稽
圓
艦
の
地
球
が

出
來
た
始
め
、
自
懇
の
短
軸
で
な
く
、
別
の
軸
に
よ

つ
て
回
韓
し
始
め
た
な
ら
ば
、
北
極
や
南
極
が
一
定

の
方
式
で
絶
え
ず
運
動
す
る
。
之
れ
が
た
め
に
緯
度

攣
化
や
経
度
憂
化
ご
い
ふ
現
象
が
起
ろ
ε
い
ふ
こ
ε

な
突
入
世
紀
の
牛
ば
頃
に
ナ
イ
レ
ル
（
一
『
．
国
＝
一
Φ
「
）
が

理
論
上
か
ら
護
戯
し
、
一
九
八
四
年
に
至
っ
て
、
濁

、
逸
の
キ
ュ
ス
ト
ナ
ァ
（
『
．
囚
仁
ψ
【
⇒
の
同
）
ご
米
國
の
チ
ヤ

ン
ド
ラ
ア
（
Q
ゆ
．
∩
・
∩
げ
ρ
o
⇒
飢
一
①
「
）
両
氏
が
、
偶
然
に
も
同

時
に
緯
度
二
化
の
事
實
為
、
観
測
的
に
蛮
卑
し
た
こ

建
ば
有
名
な
話
で
あ
ろ
。
こ
れ
が
た
め
に
、
日
本
の

永
澤
親
測
所
や
其
他
世
界
各
地
に
緯
度
観
測
所
が
設

け
ら
れ
、
現
今
熱
心
に
研
究
ピ
観
測
ε
が
綴
績
さ
れ

て
る
る
の
は
善
ね
く
知
ら
れ
て
み
ろ
こ
芒
で
あ
る
。

し
か
し
北
極
の
運
動
す
る
結
果
こ
し
て
・
緯
度
が
攣

化
す
る
な
ら
ば
、
圃
時
に
経
度
も
是
非
同
じ
割
合
に

攣
化
す
べ
き
筈
で
あ
る
に
か
＼
は
も
す
、
今
日
ま
で

此
の
獲
見
が
行
は
れ
な
か
っ
た
の
は
、
一
寸
不
思
議

の
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
實
ば
、
緯
度
に
比
べ
ろ
定
、

感
度
の
親
測
ば
、
其
の
親
測
が
多
く
の
困
難
々
俘
ふ

も
の
で
あ
ろ
故
、
今
日
ま
で
二
三
の
人
々
が
研
究
に

着
手
ぜ
ら
れ
た
げ
れ
ご
、
皆
失
敗
し
た
の
で
あ
る
。

ミ
こ
ろ
が
近
着
報
に
よ
れ
ば
・
今
般
・
米
國
ヵ
リ
フ

ナ
ル
ニ
ァ
州
の
リ
ソ
〃
天
気
毫
の
タ
ッ
カ
ァ
（
因
・
団

月
戸
需
吋
。
「
）
氏
（
同
氏
は
子
午
線
観
測
家
芒
し
て
有
名

な
人
で
あ
る
）
ば
、
子
午
環
為
以
っ
て
星
の
郷
…
過
為

槻
測
し
た
結
果
か
ら
、
手
際
よ
く
縄
度
鍵
化
の
事
實

な
機
遷
し
た
ε
い
ふ
。
報
告
に
よ
れ
ば
・
氏
は
先
づ

鶴
測
結
果
の
整
理
か
ら
、
子
午
環
の
飛
…
準
に
、
す
い

ぶ
ん
大
き
な
年
週
章
章
の
存
在
す
る
の
な
登
堕
し
・

次
で
維
度
の
憂
化
為
認
め
た
の
で
、
得
た
公
式
1
1

水
準
の
攣
…
化
こ
し
て

　
　
同
．
こ
唱
ω
ヨ
｛
（
7
0
・
旦
）
思
似
｝

纒
度
の
攣
化
ミ
し
て
ば

　
　
。
・
こ
畠
δ
昏
∴
。
。
呈
．
廣
）
ω
8
。
｝

　
　
十
9
δ
。
。
お
。
。
・
｛
（
↑
同
。
。
壌
■
N
）
恩
。
。
｝

で
あ
っ
て
、
邸
ち
後
者
に
ば
一
年
の
唐
墨
ミ
十
四

ケ
月
の
週
期
ε
が
重
な
っ
て
入
っ
て
み
る
こ
ε
に
な

っ
て
み
る
が
、
贈
れ
に
全
く
緯
度
攣
化
に
つ
い
て
チ

ヤ
ン
ド
ラ
ア
氏
が
議
歯
し
た
事
實
ご
よ
く
一
致
し
て

み
る
。

⑫
大
．
照
十
一
年
の
彗
星
界
　
今
年
申
に
近

同
貼
へ
近
づ
く
週
期
彗
星
ε
し
て
に

テ
イ
ラ
ー
畠
彗
星
　
　
　
近
日
酔
邨
涌
…
渦
一
は
⊥
ハ
月
〃
中
・
旬

ペ
リ
ン
彗
星
　
　
　
同
　
　
　
　
　
九
月
末

ダ
ニ
エ
ル
彗
星
同
　

十
一
月
中
旬

右
の
中
で
テ
イ
ラ
τ
星
ε
い
ふ
の
は
、
前
に
一
九
一

五
牟
十
一
月
二
十
二
日
に
南
亜
喜
里
峰
で
畿
見
さ
れ

た
星
で
あ
ろ
が
、
今
年
ば
始
終
、
太
陽
の
沼
部
の
側

に
あ
っ
て
、
地
球
か
ら
は
蓮
方
に
埋
短
し
て
る
み
か

ら
、
．
多
分
、
機
見
は
不
戒
功
で
あ
ら
う
。
次
の
ベ
ツ

ン
星
ば
大
に
和
み
が
あ
ろ
9
懸
れ
は
始
め
て
一
・
入
九

六
年
に
見
ら
れ
た
以
來
、
一
九
〇
九
年
に
再
意
見
さ

れ
た
の
み
で
、
一
九
〇
三
年
目
一
九
＝
細
細
ご
に
に

位
置
が
都
合
悪
し
く
て
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
。

今
年
ば
此
れ
等
の
都
合
か
ら
言
っ
て
も
確
か
に
見
え

ろ
番
で
あ
り
、
地
球
か
ら
の
距
離
も
近
い
。
多
分
夏

の
初
め
頃
に
W
膿
見
さ
れ
る
だ
ら
う
i
光
も
此
の
星

に
光
が
弱
い
の
が
一
つ
心
配
だ
が
。
・
：
・
：
最
後
の

ダ
一
；
ル
星
も
都
合
ば
好
い
。
そ
れ
に
光
も
比
較
的

大
き
い
見
込
み
な
の
で
、
此
の
方
は
秋
の
頃
獲
見
さ

れ
て
、
年
末
の
天
為
賑
は
す
こ
ε
で
あ
ら
う
。
推
算

位
置
は
追
っ
て
獲
表
す
ろ
。
讃
者
諸
氏
の
熱
心
な
捜
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・
索
な
希
難
ず
る
。

　
省
｝
つ
、
デ
ヴ
イ
コ
彗
星
ご
い
ふ
の
が
、
i
一
之

れ
は
海
王
三
族
の
彗
星
で
、
一
八
四
六
隼
に
獲
見
さ

れ
た
け
れ
ご
、
親
出
期
間
が
短
か
く
て
、
軌
道
ば
凡

そ
の
形
が
わ
か
っ
て
み
る
だ
け
で
あ
ろ
。
週
期
ば
七

十
五
六
年
で
あ
る
か
ら
、
最
早
見
え
て
來
ろ
筈
で
・

ニ
コ
．
年
前
か
ら
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
捜
し
て
み
る
が

未
だ
誰
も
下
見
し
な
い
。
今
卑
も
大
捜
索
が
行
ば
れ

る
だ
ら
う
。

　
常
で
あ
る
が
、
メ
ト
カ
ー
フ
彗
星
（
↓
九
〇
山
筆
才

十
】
月
十
五
日
同
氏
の
叢
肥
し
た
星
〉
が
一
亀
一
二

年
十
二
月
中
頃
に
近
日
貼
々
通
過
し
た
筈
で
、
目
下

日
浸
後
の
南
天
鯨
座
に
見
え
る
筈
な
の
だ
が
・
今
だ

に
何
の
消
息
も
な
い
。
此
の
大
正
十
年
宋
か
ら
十
｝

牟
一
．
児
露
な
逃
ぜ
ば
駄
目
だ
ら
う
。

②
ア
ン
レ
タ
ス
星
の
直
脛
　
ウ
ィ
ル
ソ
ン

山
の
ピ
ー
ス
“
氏
P
μ
、
マ
イ
ケ
ル
ソ
ン
干
臨
沙
計
な
以
っ

て
、
さ
き
に
べ
テ
ル
ギ
ウ
ス
星
や
ア
ル
グ
ト
ウ
ル
ス

星
の
直
径
々
測
定
し
た
の
ば
、
既
報
（
第
一
巻
第
六

〇
頁
及
第
一
九
七
頁
な
見
よ
）
の
認
り
で
あ
る
が
、

其
の
後
、
氏
は
ア
ン
タ
レ
ス
（
蜴
座
ア
星
）
な
測
っ
て

太
陽
の
四
百
七
＋
倍
と
い
ふ
結
果
た
得
た
Q
之
れ
は

払
則
の
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
星
一
に
比
べ
て
、
幽
刑
蚊
ハ
の
五
一
刮
以

上
も
優
れ
て
大
姦
い
こ
ご
㌧
な
ろ
。

0
プ
レ
ヤ
デ
ス
星
園
の
幅
員
　
　
毎
隼
一
月

の
夕
刻
（
精
し
く
言
へ
ば
、
元
日
な
ら
ば
午
後
九
時

十
五
日
な
ら
ば
午
後
八
時
、
月
宋
な
ら
ば
午
後
七
時
）

に
は
我
が
日
本
中
部
か
ら
見
て
、
正
し
く
頭
上
に
、

か
の
有
名
な
プ
レ
ヤ
デ
ス
團
が
見
え
る
。
こ
の
プ
レ

ヤ
デ
ス
に
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
「
多
…
数
」
芝
い
ふ
意
味
の

言
葉
か
ら
來
た
も
の
で
あ
る
が
、
支
那
ば
之
れ
な
昂

宿
ご
」
な
へ
、
日
本
で
に
古
怪
「
す
ば
る
」
ε
呼
ん
だ
。

肉
眼
で
見
て
み
る
ミ
善
通
の
場
合
に
六
つ
ば
か
り

の
星
が
非
常
に
ぜ
ま
い
題
園
に
密
集
し
て
み
ろ
や
う

に
見
え
、
い
か
、
に
も
、
天
の
星
の
中
で
、
こ
れ
だ
け
は

相
亙
が
特
別
に
關
差
し
た
一
群
だ
ε
思
に
ぜ
ら
る
⑨

今
日
で
ば
、
此
等
の
星
占
の
密
接
な
暦
法
が
、
星
の

光
り
の
方
か
ら
も
、
煙
動
の
方
か
ら
も
謹
明
さ
れ
て

み
る
。
首
星
に
中
央
の
ア
ル
シ
ナ
ネ
で
、
三
等
牛
の

歪
な
放
っ
て
み
る
が
、
吾
々
か
ら
の
距
離
は
少
く
ε

も
五
百
光
隼
以
上
で
あ
る
か
ら
・
此
の
星
一
っ
だ
け

で
も
、
太
陽
の
一
萬
倍
以
上
の
光
な
持
っ
て
る
る
こ

ピ
に
な
ろ
。

　
一
入
五
九
皐
・
、
濁
逸
の
テ
ン
ペ
ル
は
此
の
プ
レ
ヤ

デ
ス
星
團
の
中
に
一
片
の
星
雲
な
量
見
し
、
次
い
で
、

佛
の
ヘ
ン
リ
兄
弟
や
、
英
の
ロ
バ
ア
ソ
氏
等
が
、

天
趣
装
甲
に
依
っ
て
、
此
れ
な
確
め
た
。
の
み
な
ら

ず
、
此
の
星
雲
に
意
外
に
も
、
プ
レ
ヤ
デ
ス
團
全
部

々
つ
」
ん
で
、
省
幾
ら
か
外
側
に
ま
で
も
、
ひ
ろ
が

っ
て
み
る
程
の
大
者
な
も
の
で
あ
る
こ
ε
が
明
か
に

な
っ
た
。

　
本
誌
の
口
糟
に
出
し
た
の
は
、
米
國
ミ
ネ
ソ
タ
州

ノ
ー
ス
フ
イ
ル
ド
の
グ
ド
セ
ル
翅
鞘
憂
で
、
ウ
イ
ル

ノ
ン
氏
が
、
プ
レ
シ
ー
ア
三
六
吋
レ
ン
ズ
電
鯛
眞
一
器
で

撮
影
し
大
も
の
で
、
口
附
に
一
入
九
九
年
十
一
児
八

日
・
爲
眞
乾
板
の
曝
露
時
間
に
實
に
七
時
．
間
で
あ
っ

た
。
此
の
軽
量
は
・
目
的
の
プ
レ
ヤ
デ
ス
か
大
凡
中

央
ε
し
て
、
赤
維
ば
三
時
二
十
五
分
か
ら
四
時
五
分

ま
で
・
赤
緯
に
北
二
十
度
か
ら
同
二
十
七
度
牛
ま
で

の
廣
さ
の
天
が
篇
さ
れ
て
あ
る
。
全
艦
の
星
・
の
数
に

御
母
の
涌
叫
で
、
ε
て
も
藪
え
音
れ
な
い
。
何
し
ろ

＋
六
等
の
熱
望
ま
で
も
立
派
に
篇
っ
て
み
ろ
の
だ
か

ら
。
一
襲
央
の
プ
レ
ヤ
デ
ス
星
團
は
非
常
な
大
善

い
星
雲
に
つ
、
ま
れ
て
、
星
一
咳
く
の
軽
目
は
見

分
け
ら
れ
な
い
。

　
近
頃
の
研
究
．
に
ょ
う
ご
、
プ
レ
ヤ
デ
ス
星
團
の
主

な
星
々
は
分
光
B
型
に
労
す
る
若
．
い
星
で
、
隣
り
の

ナ
リ
ナ
ン
．
星
座
の
申
に
あ
ろ
同
じ
B
型
の
星
な
．
さ
㌦

深
い
關
係
な
持
っ
て
居
り
、
宇
宙
の
構
造
の
上
か
ぢ

見
て
、
此
等
は
特
別
な
地
位
た
占
め
て
み
る
Q
全
週

々
つ
㌧
む
星
雲
に
、
や
は
り
ナ
リ
ナ
ソ
座
に
も
あ
っ

て
、
こ
の
方
ば
、
か
の
大
星
雲
々
中
心
こ
し
て
、
星

座
全
盟
が
之
れ
に
つ
㌧
ま
れ
て
る
る
。


